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次の質問を読んで、あてはまる場合は「はい」に、あてはまらない場合は「いいえ」に、どちらでもない場合は「どちら

でもない」の欄をチェックして下さい。

栄総合法律事務所　面接アンケート

はい  □ いいえ □ どちらでもない □

はい  □ いいえ □ どちらでもない □

○「仕事に活かせることはないか」と考え、本や新聞を読みＴＶを見ている。

○ドラマに出てくる熱血弁護士が好きだ。

○クヨクヨ悩むことが多い。

○部活では後輩に慕われていたと思っている。

○マスコミは正義だ。

○雑用は人にやらせる。

○組織は個人の福利のためにある。

○自分は責任感が強い。

○他人の意見に左右されない。

○団体行動は自主性の欠如の現れである。

○「弱い者を見たら叩け」それが法律だ。

○どちらかというとストレス耐性がある。

○壁にぶつかるのは能力がないからだ。

○幹事になる機会が多い。

○人間関係は「得になる人か、ならない人か」で判断されるものである。

○弁護士の本業は訴訟遂行である。

○人からの助言指導は小言に聞こえる。

○自分は話しやすいタイプだと思うのは、自己認識の誤りである。

○就職先を決めるにあたっての一番のポイントは、経営理念や方針に共感できるか否かだ。

○「情に厚い」と「情に流される」は紙一重である。

○世の中は善か悪かに分けられる。

○自分は組織にとって十分戦力になる。

○一人で行動したい。

○お金で評価されないことはやるべきでない。

○興味のある分野を教えて貰えばよい。

○夢中になると私生活を犠牲にすることがある。

○所属する組織の決定と自分の考えが異なる場合、自分の考えを優先する。

○人に頼られるのは嫌だ。

○とりあえず就職して、それから考える。

○組織のコミュニケーションを深めるために、所謂「飲み会」は重要である。

○自分は「地頭」がいい。

○信念を持てば、周りの人に気配りをする必要はない。

○この世では金が最も信頼できるものである。


